
Architectural Institute of Japan

NII-Electronic Library Service

Arohiteotural エnstitute 　 of 　 Japan

1597 日本建築学会 大会 学術講演拒 概集

（北 　睦 》 　1992 年 8 月

タ イ ル 張 り の 剥 離 に 関 す る 研 究 　 　 　 　 正会員 〇 三 鱒 也
’1

そ の 1 タ イ ル 裏 足 に お け る 応 力 の 解 析 　 同 　 平勝 之
’2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 同　　　小笠原和博
’a

　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　 同　　小野木貴宏
’3

　　 同　　　河辺伸 こ二゚ 3

　1 序 　 　 図 1の よ う な 5 種類 の 仕様 で タ イ ル を張 り付けた場合 に 生じる乾燥収縮応力と温度応力の 解

析を試み た 。 二丁掛 または小口平 の タ イ ル の 短辺方向の断面で 、 対称性か ら タ！ル の 半分 の部分を解析対象に し

た 。 図 1の タイ ル と張 り付けモ ル タ ル の 境 の 凹部分 が タイ ル 裏足 で あ る。下 地 モ ル タ ル や 張 り付 け モ ル タ ル に き

れ つ は 生 じ な い も の と した。2 次 元 の 平面歪状態 を 仮定 し境界要素法
tRe

よ り数値計算 を 行 っ た 。 材料の物性 は

測定結果か ら表 1 とした。

　乾燥収縮 で は 、 表 1 の乾燥収縮率 で収縮が 生 じ、
コ ン ク リ

ー
ト壁体 の 上下 の 面が変位しな よ うに 拘束 した 場合

と、 自由に 収縮す る よ うに拘束しな い 場合の 2 種類を計算 した 。 温度変化で は 20 ℃ を基準温度 とし、
コ ン ク リ

ート壁体 を 30 ℃、タ イ ル を 60 ℃ （モ ル タ ル は モ デル の 順に 35−40、 32−35−40、 35−40、 40℃ ）とした高温時と 、

コ ン ク リート壁体 を 10 ℃ 、 タ イ ル を 0 ℃ （モ ル タル は モ デ ル の順に 8−5、 9−8−5、 8−5、 5℃ ） とし た 低温時 に つ

い て 、
コ ン ク リートの 温度変形に 合わせ た上下面 の 変位を境界条件と して与え て 計算し た 。

　 2　 タ イ ル 裏足付近 の 応力

　図 2 は 乾燥収縮 の 場合の タ イ ル 裏足付近

の 応力 の 状態で あ る。 図 3 は 図 2 に 点線 で

示 し た タ イ ル 裏面 の 位置 に おける張 り付 け

モ ル タ ル の 裏面 に 垂直 な 方向の 垂直応力度

の例で あ る 。 裏足以外の タ d ル 裏面 の 張 り

付 け モ ル タ ル に は圧縮応力が作用し 、 裏足

部 分の 位置 に は 引張応力が作用 して い る 。

こ の よ う に タ イ ル 裏面 と張 り付け モ ル タ ル

を 接合す る 応力 は 、 タ イ ル 裏足 に よ り発生

し て い る 。

　 タ イ ル 裏足部分 に 作用 す る引張応力 の 合

計 が 、 タ イ ル 裏足 に め り込 ん だ モ ル タ ル の
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図　 1　 解析 モ デ ル

表　 1　 材料の物性値
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モ ル タル

　軽量

モ ル タ ル

張り付け

モ ル タル
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ヤ ン グ率（XlOsk ＆f／cm2 ） 4．72 ．4 1．9 0．3 1．ヨ 1．4
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破断を生 じ させ るわけで 、 こ の 値を計算すると図 4 の ように な り、 乾燥収縮 の 方 が 温度変化 に よ る よ りも大き く 、

ま た乾燥収縮で は タ イ ル 先付けの モ デ ル 5 で 小 さい 。

　 3　 モ ル タル 接合面 の 応力　　　　 張 り付 け モ ル タ ル と タイ ル の 接合面 を除 く、
コ ン ク リ

ー
ト と下地モ ル タ

ル と張 り付 けモ ル タ ル な どの 接合面 に 生 じる 引張応力度 とせ ん 断応力度 の 絶対値 の 最大値を そ れ ぞ れの 仕様 ご と

に 表す と図 5 と図 6 に なる 。 乾燥収縮 で 生 じる応力度が温度変化で 生 じる応 力度より大き い
。 乾燥収縮で は 、 不

陸調整 の 軽量 モ ル タ ル の 上 に 張 り付けモ ル タ ル で タ イ ル を張 り付けた モ デ ル 3 の 場合 の 応力度 が 小 さい 。 材料 の

強度が同じ場合は 、 こ れ ら の 引張応力度とせ ん断応力度が 小さい ほ ど剥離は起り難 い と考えられる。
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　 4 　ま と め 　 　 　 　 張 り付げ モ ル タル と タイ ル の

接合は裏足に よ り行わ れ て い る。裏足部分 に 作用す る

引張応力 、 ま た 下 地 モ ル タル や 張 り付 け一モ ル タ ル の 接

合面 に 生 じ る引張応力度とせ ん 断応 力度は 、 乾燥収縮

に よ るもの が 温度変化に よるの もより大 きい 。 また タ

イ ル 張り付けの仕様に よ り応力度の 大 きさに 差が見 ら

れ る。
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図　 4　 裏足部分 に 作用す る 引張応力 の 合計

10

5
血
LZ

　

 

0

f

  1物
　　　 モテ

“
几 1 2 3 4

図　 5　乾燥収縮 に よ る接合面 の 引張応力度 と

　　　　せ ん 断応 力度 の 最大値
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図　 6　 温度 に よ る 接合面 の 引張応力度 と

　　　　せ ん断応力度の 最大値
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